
平成24年度事業計画

自二平成2・4年1月　4　日

至：平成24年12月31日

森林は県土の保全、水資源の滴養、木材の生産などの重要な機能を有しており、

わたくしたちの安心安全な生活に欠かせない役割を果たしています。近年は、地球

温暖化防止、生物多様性の保全とともに環境教育の場としても関心を集めていま

す。

しかし、木材価格の低迷等の理由から、伐採されても造林されない森林の増加や

間伐等の手入れ不足により森林の荒廃の進行が懸念されております。

さらに、昨年3月11日に発生した東日本大震災で、東北地方太平洋側では、多

くの人命が失われ自然環境も破壊され、県内でも太平洋沿岸南部の海岸防災林が被

害を受けております。

森林は、県民共有のかけがえのない財産であり、これを健全に次世代に継承して

いくことが大きな課題となっております。

そのため、公益社団法人として初年度となる平成24年度は、これまで以上に各

市町村緑化推進委員会との連携を強化し、幅広い緑化運動を進めることとして、次

の事業を行う。

公1　緑化啓発促進事業

1　県民普及啓発事業

（l）青森県フォレストフェスタ2012

森林浴と健康保養、森林と生態系、森林と水について、県民意識の一層の

高揚を図るため、森林浴等の体験活動を実施する。

（2）緑化関係表彰の実施

緑化功労者の表彰

多年にわたり、緑化推進に貢献した功労者を表彰する。



（3）緑化普及啓発のためのPR活動

テレビ・新聞等を通じての啓発を強化するとともほ、国土緑化運動・育樹

運動に関するポスターを配布、掲示する。

（4）北海道・束北地区森づくりコミッションブロック研修への参加

森林ボランティア団体の育成を目的に参加者の募集を行う。

（5）木工教室

親子で木にふれ、物づくりを楽しみながら、県産材と森林・緑に対する理

解を深めることを目的に木工教室を実施する。

（6）美しい森林づくり推進県民運動

①　美しい森林づくり推進県民運動

企業や個人、ボランティア団体等県民挙げての森林づくりを推進するた

め、普及啓発活動を展開する。

（②　森づくりコミッション事業

森づくりのフィールドや指導者・協力者、資材貸与などの情報を提供す

るための窓口業務を通して、企業や個人等による円滑な森づくり活動を推

進する。

2　緑化整備促進事業

（1）東日本大震災の津波で破壊された、本県太平洋側沿岸の防災林復旧整備植

樹祭を森林ボランティア・各種関係団体ならび県民参加型で実施する。

（2）企業協力による緑化等社会貢献推進事業

社会貢献のために、企業が提供した資金による地域環墳整備事業を積極的

に実施する。

（3）学校林整備・活用推進事業

学校林の整備及び学校林を使っての体験学習等の実施について、支援・指

導する。

（4）学校林の現況調査

県内の学校（小学校、中学校、高等学校）で、学校林保有しているに所有

形態・面積・ズ管理状況・環境教育等の森林活用状況について、調査を実施す

る。



公2　線の募金事業 ＋　11

字音i雷纏の募金幸連動の実旋

県や市町村、市町村緑化推進委巽会謹上各地宛林業振興協議袋∴密流域林業

活性化七夢ダー等蛙建摸して募金活動を実施する。r　　　同　　母

（1）募金期間！　　　　　　　　詳言　　　　　　　　　　　　　告

春季：4月1日（日）～　5　月31日㈱

言秋棄：餅原1圏緋10：用意軸（籾

（2）みどりの月間　　　　　　　高「仁子‾

4月15日（日）～5月14日伯）

（3）平成24年度の募金目標額

言霊，＼000浦田　　　　一　日吉事

2　市町村線化推進委員会等への交付金交付莞！　　　　　　　　，

，’市町樹緑化推進委員会等潜行漸緑豊談恕環境づくりのぬめに実施する事業等

胆嚢ずる経費と由で∴規定纏塞・曳き魂鯨金を交付母恋。笠

3　募金資材配布

街頭募金、家庭募金、職場募金等の推進を図るため譲縄（態諷樵擾ポ熊夕曇・

詰紺碧ラ層等の顛金賞樹恕漑精華観点　　　　i　）

、　　　　　　1方　　言　持し

4　募金活動の推進　　　　　　　㌣享高

宮言緑珍菓憩の趣琵鮮寵④活用事業ゞ森椋常緑紗大切さ簿を広縁周知ずるための

広報、啓発活動を行う。

（1）広報宣伝　　　　　　　　　　　　　　点　上当　　　　主畠中崇

半で喜畠募金期樹に窃板や欄摘嬢軽薄潰レ拭専科註噂擁斌灘振子膏・

（2）図書購入

募金の推進や緑の啓発普及に関する図書を購入し寵梅坪る。享子

∵車（3沫緑の募金額動；線化推進寧務賞揚戯　　　　　　　　　　言

，　－各地域の林業振興協議会婿流域林業漣怪催せ語勢草は対綾子緑め募金及び

に緑化推進の事務費を助成する。



（4）緑の募金協力者表彰

多額（10万円以上）の協力者に対し表彰を行う。

上記以外の協力者表彰についても検討する。

5　中央への交付金

緑を通じた国際貢献等のため、募金の一部を公益社団法人国土緑化推進機構

に交付する。

6　森林整備事業

（1）県民参加による森林の整備と環境緑化の推進

（2）ボランティア及びボランティア団体の育成

7　緑化推進事業

（1）県土緑化事業

東日本大震災で被災された地域の団体等が、公共施設等（学校、保育所、

小公園、社会福祉施設等）に植樹する際に、緑化苗木の配布や技術指導等の

支援をする。

（2）森林愛護思想育成事業

森林・緑の愛護思想高揚のため、緑の少幼年団の育成及び活動の活性化を

積極的に支援する。

・緑の少年団活動支援事業

緑の少・幼年団の一層の活性化を図るため、地区ごとに開催する交流集会

に助成する。

8　各種行事等への参加

（1）第62回全国植樹祭：5　月27日（日）山口県

（2）第35回全国育樹祭：11月11日（日）静岡県

（3）東北・北海道地区森づくりコミッションブロック研修

5月25日縫ト5月27日（日）宮城県で開催


